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インドヘのまなざし
（1）
エリザベス朝イングランド人が見たインド
難波美和子
　イギリス人が築きあげたインド政府は，史上初めてインド亜大陸を統一支配した
体制といえる。1757年，プラッシーの戦いの後にイギリス東インド会社はインドに
覇権を確立し，徐々に勢力を拡大した。100年後の1857年の大反乱1）を経てイギリ
ス政府による直接統治下に置かれ，更に90年後，1947年のインド・パキスタン分離
独立まで，イギリスのインド支配の歴史は約200年におよぶ。
　インドがイギリスと最初に遭遇したのは，16世紀末のことである。この時，イン
ドの側にはイギリスについての知識はおそらく，殆どなかった。そしてその影響は，
大きな衝撃を伴うものでなく，徐々に起こった。一方，イギリス人はギリシア以来
の古典や中世の旅行記を通じて形作られたイメージと知識を持っていた2）。少なく
ともインドという地名は，古くから彼らの地理上の知識の中に存在し，そこには事
実と幻想とが混在していた。この最初の出会いから，1757年，1857年，1947年とい
う歴史的な事件を積み重ね，両者の関係はそれぞれに変化して現在に到っている。
その間に，知識は増大した。しかし，その結果として幻想は減少したのカ㍉それと
も却って増大したのか，あるいは変質したのだろうか。
　この研究の目的は，イギリスがインドとの関係を深めていくに従って，イギリス
人がインドに対して持つイメージがどのように変遷していったのかを，イギリス人
がインドを記述した文章の申から読み取ることである。イギリス人がインドに対し
て持つイメージというフィルターを明らかにすることで，新しいインド観を発見で
きるのではないだろうか。
　そこでまず，インドに足を踏み入れた最も初期のイングランド人の一人である
Ra1ph　Fitcりラルフ・フィッチとともに，ユ6世紀末，エリザベス朝のイングランド
人の目で，インドを旅してみよう3〕。
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　　　　　　　　　　　　　　　《歴史的背景》
　イングランド人のインド進出は，ヨーロッパ諾国の中で先んじていたわけではな
かった。よく知られているように，中世末期以来，西アジアを中継とする東西貿易
によってインドの物産をヨーロッパに運んだのはヴェネツィアやジュノアをはじめ
とするイタリア都市国家の商人たちであった。そして彼らに対抗してアフリカ大陸
を迂回する海路による対インド貿易に先んじたのは，周知のとおりポルトガル人
だった4）。ポルトガル王の国書を携えた船団は，1498年インド西海岸のカリカット
に達した5）。その後ポルトガル人はアフリカ東海岸，インド西海岸に次々と拠点を
築き，兵力を駐留させた。彼らはたちまち制海権を握り，それまでインド洋の海上
貿易の主人公であったアラブ系商人を圧迫した6｝。ポルトガルの勢力伸長はめざま
しく，15ユO年にゴアを占領し，翌ユ5ユユ年には東南アジア島喚への入ロマラッカを占
領した。7）。しかもポルトガルはアフリカ航路による交易を独占し，その惰報を公
開することも禁じて独占の維持を図った。しかし，西アジアを経由しての交易は閉
ざされてはおらず，ポルトガルの独占は却って，陸上交易を活発化させ8），航路か
ら除外された国々にインドに関する情報への欲求を増加させた。当時，古典古代の
インド関係の著述や，マルコ・ポー口やマンデヴィルの著作は相変わらず盛んに読
まれ，影響を与えたが，同時代の情報も強く求められた。たとえば16世紀半ばに陸
路からインドを旅したベネッィア商人Cesar　Federiciツェーザレ・フェデリッチの
報告書は1587年にヴェネッィアで公刊され，間もなくロンドンで出版されたのであ
るg）。ネーデルランド出身のLinschotenリンスホーテン1o）はスペインを経由して
インドに向かった。彼は1583年から1588年の闘，ゴアの大司教に仕えた。帰国した
リンスホーテンは，スペインから独立した共和国政府に対してインド滞在中の見聞
に基づく報告書を書いた。この書の公刊はポルトガルの情報管制を大きく揺るがす
ことになった。そして彼がもたらした情報が，オランダ東インド会社設立の要因の
ひとつとなるのである。
　イングランドもまた，インドとの直接交易の方法を模索した川。当時，東方貿
易は西アジアに商館を置くレヴァント会社によって行われていた12）が，会社は先
遣隊的な商人の一行を陸路，インドヘ派遣することにした。1583年にイングランド
を出発した一行は途中の事件でばらばらになり，159ユ年にひとりラルフ・フィッチ
のみが帰国した。彼のインド旅行記は1599年にR．Hakluytハクルートによって他の
文書とともに出版された13）。これがイギリス人が公開を目的としてインドの情報
を記述した最初のものといえる。
　ところで16世紀にも，インド洋とベンガル湾，東南アジア島喚は季節風貿易が盛
んで，その扱う物量は莫大なものだった。沿岸には貿易によって栄える商業都市が
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数多くあった14〕。中でも南インドでは海上貿易を背景としたヴィジャヤナガル王
国が強大だった。その一方，政治的にはインド亜大陸は転換期を迎えていた。12世
紀以来，中央アジアのアフガン系，トルコ系イスラム教徒の北インド進入によって
引き起こされた混乱は，王526年，パーニパットの戦いによるムガール朝の成立，と
くに1556年のアクバル帝の即位によって，帝国への統一へと向かった。この動きは
沿岸都市や南部諸国に影響を及ぼした。そしてイスラームは北インドやデカン，ベ
ンガルの支配者や沿岸の商人を通じて，広がっていった。
　ポルトガルのインド進出は，このような情勢と時を同じくしており，この混乱を
利用して地歩を固めた。彼らの存在はインド史の中で，確かに政治勢力のひとつだっ
た。これが最初のイングランド人の目に映ったインドだった。
　　　　　　　　　　　　　《ラルフ。フィッチの旅》
　イギリス人として最初にインドに到達した人物は誰だったのか。確実さの点では，
ウィルトシア州出身のThomasStephens卜一マス・スティーブンスであるとされて
いる15）。彼はユ579年にゴアに赴任したイエズス会士である16）。Padre　Estevamパー
ドレ・エステヴァンと呼ばれた彼は，南インドの言語を習得し，聖書の翻訳を行っ
たことで名高い。彼が故郷に宛てた二通の手紙も，フィッチの報告と同様Pγ伽oψαl
Nα〃畑γ｛㎝∫に収められたが，冒険家として報告を目的としたわけではなかった。
したがって，当時のイングランド人のインドに対する関心と視線の持ち主としては，
フィッチの方が情報源として適切であろう。特にフィッチはインドの新しい知識を
広めるという目的で，帰国した後に記述した。だからこそ，彼らの関心のありよう
をみることができる。彼が強く印象を持ったもの，そして彼が伝えようと考えたも
のが，取捨選択を経て，現れているからである。記述に際して，彼に求められてい
る情報は何なのか，という判断が働くことは確かだろう。人々は何を知りたがって
いるのか？そして何を知らせるべきなのか。
　ラルフ・フィッチについてはロンドンの商人であったこと，ユ611年に亡くなった
ことのほかには，詳しいことはあまりわかっていない17〕。彼がレヴァント会社の
インド派遣隊の一員に選ばれた理南も不明である。一行の他のメンバーはJo㎞
E1dredジョン1エルドレッド，W111iam　Leedsウイリアム・リード，James　Storyジェ
イムス・ストーリー，Jo㎞Newberryジョン・ニューベリーであった。エルドレッ
ドはバグダードに二年以上住み，アレッポとバグダードの間の道程に詳しかった。
リードは宝石商，ストーリーは画家であった。彼は雇われたのではなく，希望して
一行に加わったという18）。もし彼がフィッチとともに帰国していたら，彼の絵が
添えられていたかもしれない。そしてニューベリーは出版者ハクルートの友人であ
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り，アラビア語を解し，トリポリとシリアを二度に渡って旅した経験があっ一た呈g）。
　フィッチの旅の足取りを辿ってみると，まず一行は，ユ583年2月ユ2日にロンドン
を出発した。ニューベリーはエリザベス女王からアクバル帝への手紙と，シナの王
への手紙を携えていた。彼らは船で地中海へ向かい，トリポリを経てアレッポに到
着した。このとき，一行が乗った船の名が“Tyger”であった，とフィッチは述べ
ている。シェイクスピアの『マクベス』第一幕第三場の魔女の台詞，
　Her　husband’s　to　A－eppo　gone，Master　o’the　Tyger
はここから連想されたのだといわれる2C）。
　アレッポからは，ユーフラテス河を下り，途中バグダードを経てティグリス河を
下り，バスラに達した（地図ユ）。ここで，一行はエルドレッドと別れた。バスラ
からはおそらく土地の商人の船に乗り，ペルシア湾を東ヘオルムズヘと向かった。
オルムズは当時，東西貿易の拠点であり，アラビア・ペルシャ・インド各地からの
商人が集まっていた。それだけでなくポルトガルの要塞があり，ここに着くとまも
なく，彼らはポルトガルのCaptaine，D㎝MathiasdeA1buquerque州によって捕ら
われた。その理由として，ニューベリーはゴアからロンドンに宛てた手紙で，イタ
リア人の商人に不当に訴えられたことと，ドレイクがMa1uco（Ma1a㏄a）マラッカ
でポルトガル船を襲撃した影響を挙げている。一方，ゴアに滞在していたリンスホー
テンは，イタリア人の商人がイギリス人の進出を恐れ，彼らをスパイで異端者であ
ると告発したので，オルムズのポルトガルの長官は彼らを捕らえてゴアに送り，イ
エズス会士が彼らの拘留を主張したと述べている22）。しかし，この措置は一行の
旅程の上では幸運であったかもしれない。ポルトガルは制海権を握り，アラビア湾
を航海する場合，アラビア人やペルシア人に対して通行証を義務づけていた23）か
ら，本来ならばインドヘ渡る船を見つけるためには苦労した筈である。彼らはポル
トガルの拠点であるシンド地方のディウなど幾つかの都市を経て，11月10日にゴア
に到着した。オルムズで捕らえられてから約2ヵ月が過ぎていた。ゴアでしばらく
囚人生活を強いられるが，やがて先述のスティーブン神父の口添えもあってか12月
20日に釈放された。この聞に一行の一人ジェームズ・ストーリーはイエズス会に入
会した24）。この時，かなりの出費を強いられたことと相変わらず監視が厳しいこ
とから，1584年4月5日にストーリーを除く3人は，ひそかにゴアを出発した。
　三人は内陸のゴルコンダ王国へ入り，デカン高原を北上して，歴史の古いヒン
ドゥー都市ウッジャインを抜け，アグラに到着した。当時のムガール皇帝は第三代
アクバルJa1a1ud　Din　Akbar　I（在位1556－1605）（いわゆるAkbar　the　Great　Mughal）
であるが，彼は新都Fatehpur　Sikriファテープール・シークリーを造営して，新都
に滞在していた。一行はアクバルに会うために新都に入った（地図2）。
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　アグラから三人は別々の行動をとった。フィッチはベンガル，ペグー，マラッカ
ヘと旅を続けた。9月28日までは三人でアグラにいたと述べている。ニューベリー
はラホールヘ向かい，ペルシャを経て帰国を急いだ。彼は帰国後船でインドを再訪
するつもりであったらしく，フィッチと二年後ベンガルで会う約束をした。しかし，
その後の彼の足取りは不明である25〕。そしてウィリアム・リードはアクバルに仕
えるためにこの地に残った。
　フィッチはヤムナー河からガンジス河を下った。現在のアラーハーバード，ベナ
レス，パトナを経てベンガルに出た。東ベンガルの都市を訪れる一方で，彼はアッ
サムまで足を伸ばしてブータン王国の情報などを入手したのち，再びベンガルに戻
り，そこからポルトガル人の船で，イラワジ河の河ロデルタのペグーへと向かった。
ユ585年11月28日ペグーに到着した。ペグーからはチェンマイにまで赴いている。そ
ののちおそらく1587年の1月10日にペグーを発ってマラッカヘ向かい，2月8日に
到着した26）。マラッカには一年あまり滞在し，ユ588年3月29日にペグーに戻って
いる。季節風待ちのため9月17日までペグーに足止めされ，ベンガルにもどったの
はヱ1月になってからだった。ベンガルで彼はしばらくニューベリーと約束したイン
グランドからの船を待っていたが，！589年2月3日にベンガルからコーチンヘ向
かって出航した。3月6日にセイロン島に上陸，コモリン岬を経て，コーチンヘ3
月22日に着いた（地図3）。コーチンには8ヵ月止まり，！1月2Bに出発，ゴア，
オルムズを経てバスラヘ上陸した。帰国に際しては，特にポルトガルの妨害を受け
なかったらしい。その後は往路と同じ道筋で帰国している。ただし，往路ではロン
ドンからゴアまで約10ヵ月であったのに対し，帰路ではコーチンからロンドンまで
17ヵ月かかっている。ロンドンに着いたのは1591年4月29日，ほぼ七年の旅だった。
　　　　　　　　　　　　《ラルフ。フィッチの筆》
　それでは，フィッチがインドの何を，どのように報告しているのかを追ってみる
ことにしたい。彼は記録を時間軸に従って記述しており，情報の内容によっても，
地域によっても分類してはいない。全体で「東インド27）」に関する報告書として
提出されている。「インド」という地域名は，イングランドにおいてはもちろんヨー
ロッパでは，レヴァントの東の地域という程度の暖味さをもっていた。記述の内容
も地域によって同質ではない。フィッチは旅の記録をトリポリから開始している。
そこからが，読者に情報として呈示すべき「東方」だったのだ。その一方，オルム
ズまではレヴァントであって，従来の視野の内に収められていた。
　フイッチは，彼の旅の目的を「東インドの国々を見ようとして」旅立ったと述べ
ている。特にアグラ出発後のフィッチの足取りは，そのことを示しているように見
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& h-om thence (Tripol!s) we tooke the way for Aleppo, which we went in seven 
dayes with the carovan. Being Aleppo, and finding good company, we went from thence to 
Birra, which is two dayes and an halfe travaile with camels. 
.. . .(p.282, ~.7-12) Birra is a little towne, but very plentifull of victuals; 
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Going from Diu, we come to Daman, the second towne of the Portugales in the countrey of 
Cambala, . . . . From thence we passed by Basaim, and from Basaim to Tana, . . . . The 
tenth of November we arrived at Chaul which standeth in the firme land. (P.285, e.29  
38 ) 
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And being set over the river, we went two day. es on foote not without feare, not knowing 
the way nor having any guide, for we durst tl~ust none. One of the first townes which we 
came unto, is called Bellergan [Belgaum], Where there is a great market kept of Diamants, 
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Rubies, Saphires, and many other soft stones. (P. 287, ~.26-31 ) 
Fl~om thence (Golconda) I went to Servidore which is a fine countrey, . . . . From thence I 
went to Bellapore, and so to Barrampore, whlch is in the country of Zelabdim Echebar. 
(p.288, ~.12-18) 
From thence (Barrampore) we went to Mandoway, which is a very strong towne. 
From hence wee went to Ugini and Serringe, . . . . From thence w  went to Agra, passing 
many rivers, which by reason of the raine were so swollen that wee waded and swamme 
oftentimes for our lives. (P.288, ~.41-p.289, g.9) 
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From the barre of Nigrais to the citie of Pegu is ten dayes journey by the rivers. Wee went 
from Cosmin to Pegu in Paroes or boates; and passing up the rivers wee came to Medon, 
(p.299, ~.28- g.31) 
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~~~!fCOV~CiZ~~t,_'-~~ ~C, ;~tL;~tL~)~~Ttr~)~, 4#t~i~Q*~I ;~~･¥~~~)~tL~)~~~'~l 
~~;E~~t~). f..-~ ;Cl~ T~~ /r~=~~~~)Barlampole ( Burhanpur ) 7 7 17)~~~ 
'.~:~) ~ ~ cC~iM~t~. 
In this place (Barrampore) their money is made of a kind of silver, round and thick, to the 
value of twentie pence, which is very good silver. (P.288, a.18 ~.20) 
~f,_-, ~~~~)~-n~J~>~F~*<~c~~A~r~~)Jnb.f._-Ii~~ia), ~~i~"~~)~~~a)*~~~"~~Uf~~~;~{f 
~:･'~~a) J~ ~ ~~f~:~Cv,~. 
I went from Agra to Satagam in Bengala, in the co~npanie of one hundred and fourescore 
boates laden with Salt, Opium, Hinge, Lead, Carpets, and divers other commodities downe 
the river Jemena.( P.290, ~.12- g.15) 
~~*ti;~4~+=~i~**, ~ L~~*~~~~,~T~*~~~~e~~tLCV+~ ~ ~~ ~;~~ < 4~~ ~~~7_~'~g~~)~ ~~ " 
,~'~~~~~>ttf._-;~i~ V*~ ~1=~{:~~~tL~28). ~ ~ ;~}~~~ ~;~ }~tf4t~ ~~~ LV~;fti 
iLba)4~~~IL{i~~).f._-. 7 ~ '.~I~~f~~);~leC. ~:~~~;~~)J~L~:~"~~i"~lLiF"~ ~ ~~jE~ 
LCV*~. 
LCfJ~~~)~l~~~~~_~~~~ ~~i~Ef -L~~~**~*~i ~i*Je~~tL~ ~~f-~l~~~~~iCO 
V+Ca)~E~li ~~:~V~~~. ~~i~'.~~~)~ ~ iC~11~~+t~. 
The ma~~chandise which be in Pegu al'e golde, silver, rubies, saphires, spinelles, muske, ben-
jamin or frankincense, Iong pepper, tinne, Ieade, Iacca whel~eof they make hard waxe, rice, 
and wine made of rice, and some sugar, (P.304, ~.32- g, 36) 
Caplan is the place where they finde the rubies, saphires, anci spinelles; it standeth sixe 
dayes journey from Ava in the kin*"ciome of Pegu. (P.308, e.4- e.6) 
~J~~)u ~:~I <~~~~;fJ~~'u~ri~ ~~i~'*D~ L~Ttfi~',"'='iCi~'¥'-~tL~) ~~)f*-"e~~i~fJ~V+. f_.-
~~i~l~=~7)~f*.-t)~~+~~fJ~=*-~l~4~~+~~ ~ij~~(~'i~~i~a),1~c*'~fliQ'D~~~1~~}~CV'~~I~}~ ,~="*"~~~~~~Z . . '- . ' 
L;Z~~~tLCV+7~). ~~~~?i*D Lf._-~ ~ i~, ~!~~fu,~~~)~z:~~ ~ l~iM*e ~re ~J }~~~~~~ 
~~~~~･~~)~) ~V*~ .~~~~~)~). ~~~ ~;~~))~~a)f~lJ~i~, -'/~~)~ 1) c ~~tLCV+~) 
The people goe all naked save a iitle cloth bound about their middle. Theil~ women have 
their necks, armes and eares decked with rings of siiver, copper, tinne, and with round 
hoopes made of lvorie, adorned with amber stones, and with many agats, . . .. (p.Z93, a.21
- e.26) 
L~'L ~'~i~~~~f"i~l~~~~~!~-ef~~*}~~ 1l~*'JIC1)~~~L~ ~~,~1-'----'J~~"- ~ ~I_(~~~ei~~;efCi~ , * ~~l ' - , ' , . . V*f!~V ~a)'~~ ~~~)~~~~I~~IU~CT)4~(7)#1~~f~~~*,~c･¥C29) )~~J~~~)~ ~V+;C ,,, ~~'  
~:~)~;~~~e ~~~~~1)~tCL~~f..-~)/j;~)~~'. ~~~)~tf}~ . ~"n . , -~'Ji~~~~C~~l"t~l*~iA~i~td~' < , jj*~('f*~~~)1) t._-t..-~)/~~~~;~ ~~L~) U, f'~^' ~;Z~~;~ J~ 
~ fd;'~J~a)'~'-="-"-'"~~;,~~)~~4~~)~tV'~' ~ LrLfJ~V~ 
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(3) ~F~i~~~:f~' = 
･~~V*~, i~,~f'~~~)~Ei_~~l~~~~~)~~, 7 4 y~a) ~ / h ~)41)~c ~,t~)1~~~,L~i~~~ 
~~I~!tLCV+~) ~~~;~ ~ rL~. 
~~T~~)~:~~~L*~~eCOv+C}~, IA~~ ~ ~~~~~~))~~ ~, ;~~)f~1fi~*~i~ the Moore 
~ ;~ 7 ~~*~'f'~30) ~~)~)~ the Gentlles "~kT'~ (f~f~~~t~j~t) ~~)~) ~ ~:7._~~~~~) 
eC ~ ~'~ ~) ~ ~~~~:~V~. ~~l~7 7~ e:J~*lJ~~~t~) ~~, ~) ~ ~ -O~)~~~-~Cf~:~_1_L~) 
~)~~ ~~H~t~, ~I_4~n~~~~l~~~~~~'~~~1-~i~#,OCV~t~~~ 1)~ ~)~ ~ L~~/i!~V~ ~17 
~>~)-/ ~f~ ~~li ~7 ~ ~ V~~ )j'~'i~, ~･~~{t/~}~~~~~;~C ~ ~･t~~ ~ ~~V*. I~?~i:~~~CO 
V+C, ~~,----~-..Flrf~~~cC;Z~~~)~)i~, 7~f~ ~ - -~-j-)~ ' + -~ l) -~~f'#f._-~ ;l .', 
I~~7~~~ ~ f~~ V+. 
The towne (Fatehpur Sikri) is greater then Agra, but the houses and streetes be not so 
faire. Here dwell many. people, both Mool~es and Gentiles. The kings hath in Agra and 
Fatepol~e as they doe cl~edibly report 1,000 elephants, thirtie thousand hol~ses, I ,400 tame 
Deere, 800 concubines: such store of Ounces, Tigers, Buffles, Cocks, & Haukes, that is very 
strange to see. He keepeth a great court, which they call Dericcan. Agra and Fatepore are 
two very great cities, either of them much greater then Loncion and very populous. (P.Z89, 
~.17- e.26) 
~~)*~/7~1~a)~E7_._7l~¥Ii~~1~~:7 T~~l *F~ } J~ < 4)JCV*~) U~>L, 7~)~)~;~rl* ~V* 
~ ~~i~~'++'~~*~~)~a)~1-ji~)~~ ~ ~ ,COV~C~)~~~l~i~, 7 ~ '/ ~ j~ -'._' < ~~+~~-ci?~ ~H~tCV'~). 
The king is apparelled in a white Cabie made like a shirt tied with strings on the one side, 
and a litle cloth on his head coloured oftentimes with reci or yealow. (P.289, a.40 a.4.3) 
=~~c ~J~t)Hf~;~j~(EEa)~~~.+~e ~)V+C}~~tLC L~ Of,_-~ ~ I frj~tLCV't~~V' .** . " 
f~ ~) j~~~EE~)~~~.~ ~: 7 ~ )¥)~7~;~ f~~t~ ~ ~~~ ~ f._-~)/~;~) ~ ~･. 
7~7)~)~}~OV~C ~ ['='"i~,~~C, 7 4 ,y ~l~fji)~a)~~~-:~, 4~*'jCl~f~+~]~4~~'f'~*;~eCOV+Ci~ 
J,._._~:~~~.~) ~ ~~ ~)~ r) t~~V+ ~'~f)~~ i~~~~.<_.-/__~~~~)~*'__i+~~L~"n~f~~~~~CV+~) ~~ ~ ~,~~~-;~,~~~~ 
i~, ~:~~･~)J~~"F'~'i~~, )~Ar~~JJ~a)'*-~~/):~JeC~~~~f=rf+~;OCV~~)/~e~/~, ~V~~~~~_._.t¥~.;~~ 
rL~). +~~~~)~) ~V'~ ~1: ~~~, ~ji~t~~,~f*,~~)Of,_-~V~;~J~ ~. ~ia)1)~, ~:f 
~ ;z,~, 'In their Wintel~, which is our May, the men weare quiltecl gownes of cotton 
. . .' (P.293, like to our mattl~aces and quilted caps to our great Grocers morters, 
g.28- ~.31)~~:~~V'~). ~:~1Ji~l~n~~~l~_"'.'L~'Of,_-~)~', Ii~ ~~~~, ~~/~~~ 4~J~)~~ 
~~~~'~:1*'~~~~i~) ~ V+ ~ ~l ~ ~,i,_,_~'.I~~f..-~>O f._-a)7~;~ ~ ~･. 7 4 ･y ~/j}J~l~f~~ < l) )/;~;t~-
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テンも雨季を冬，乾季を夏とみなして，5月～8月頃を冬であると，ヨーロッパと
気候が逆であるように述べていることは興味深い。
　フィッチの人闘への関心は外見や日常生活よりも，宗教や宗教上の行為にある。
この点は他のヨーロッパ人の旅行記にも共通して見られる。
　彼はまず人間をイスラーム教徒と異教徒に分類する。そしてイスラーム教徒につ
いては，そうと記すのみで，その習慣や特徴については述べることはしない。．ド方，
異教徒に対しては彼は興味を示して，さまざまな宗教的習慣や建築物，習俗を報告
している。このことは，彼よりも少し早い時期にゴアからアグラの宮廷へ赴いたイ
エズス会士モンセラーテの態度と好対照をなすとともに，まったく同時期のリンス
ホーテンの態度とも類似している3ユ）。イスラーム教徒よりも未知のものである偶
像崇拝に報告の価値を認めたのだろうか。彼が異教徒習慣として記録しているもの
を，彼の旅に従って挙げると次の通りである。
　まずチョウルでは，雌牛崇拝・火葬とその理由・サティー（寡婦殉死）・不殺生
について述べている。チョウルはポルトガル人に捕らわれた問に通週した町である。
ここで述べている異教徒の習慣は，この後の記述に較べて項目だけが並べられてお
り，実際に見たというよりも，聞かされた情報ではないだろうか。中でも火葬の記
述はマルコ・ポー口とほとんど同じである。
　ゴアを脱出後まもなく通過した町Bisaporビサプールでは，彼は人々が様々な動
物の姿をした偶像を持っていると述べているが，礼拝の様子などは述べていない。
　デカン高原を北に向かう間に彼らは雨期に遇い，結婚式を見ることになる。ブラー
ンプルで一行は，幼い花嫁花婿を中心とした非常に盛大な結婚式を目撃している。
ここでフィッチは幼い夫婦が適当な時期まで別居することと，早婚の理由をサ
ティーの習慣によって両親を早くに失う子供を義理の両親が養うようにするため，
と説明している。
　アグラを離れるま・で，宗教的な習俗に関する記述はない。その間，目立つような
習俗を目撃しなかったのだろうか。アグラを出発してヤムナー河を下る旅に出ると，
彼のペンはそれまでよりも多くのものに向けられるようになる。ヤムナー河を下る
間に，フィッチは「たくさんの奇妙な儀式」を目撃したと述べる。それは河で沐浴
するBramanes（Brahmans）バラモンであり，彼が肩に掛けた紐32）や，何度も地面
に身体を投げ出す礼拝である。その外，肉食をしないこと，額に印を付けることな
どを報告している。“Rame，Rame”と言いながら額に手を宛てて挨拶するという記
述はRama信仰を述べているのだろう33）。
　Prageプラジ（現在のAi1ahabadアラーハーバード）では，many　beggersを見，
‘‘HereIsaweoΩewhichwasamonsteramongtherest．”（P．29ユ，召．11一召．12）とそ
一！28一
~)~,~~f~,tIEI"V~~V>~). ~~~1~rrf'?t~)~f~~~~)~). ~fj~t~ ~ O ~ < rll ~ ~ ~ /1~~V'~ ~ 
~FF~ t~~~:~~~~-~~JCV' ~) ~l ~ ~~~~~~ V+ ~) . ~ ~ ~ Jemena (Jamna/Yamna) ~ ~ ~ -
~ryj~Ganges (Ganga) )~:/~;~i~~/~---"~)1*LL, 7 4 'y ~~ ~f;/-~);~i~~~T~CV* < . 
4'~i~ Bennaras (Benares) ~~~- l/ ;~ ~:, "In this place they be all Gentiles, and be 
the greatest idolaters that ever I sawe." (P.291, ~.83- e.34) ~~V>, ~f;/ );~i~T 
~)~:~)~f~~'+&C=~~-.~~~L~~~~~'~~r~)4~f~~)~;~, ~Lt~t~))~~~)~,~{f~~a)~~). = > ~~) ~ ~ 
~~~lli~, ~t~)k~Hyf-)~a)~~;"~/*---'" kC~~~(<~C, ~=.~~^=:~~4L~U~V~~) ~ ~)a)I~~)~>i:~I=~~'A~~ 
~)~). 
they have their images standing, which be evill favoured, made of stone and wood, some 
like iions, Ieopards, and monkeis; some lij{e men & women, and pecocks; and some like the 
devil with foure armes and 4 hands. They sit crosse legged, some with one thing in their 
hands, & some another, & by breake of day and before, there are men & women which 
come out of the towne and wash themselves in Ganges. . . . . Afterwal~ds they go to divers 
of theil~ images, & give them of their sacrlfices. (P.29Z, e.38-p.293, ~.10) 
;~ LC7~(~~l ~)~~f~Jl.._.~'1,~. '~~~~>~~~~i75tV~~~ILt~ ~5~~)~) ~: ~ ~f+~l~~~~ L~V'~).~1 
~~~i ~ ~ tL~). )~~~t~=~) l~~C ~ "Here some bee burned to ashes some scorched In 
the fire and throwen into the water, and dogges and foxes doe presently eate them." 
(p.293, g.16 ~,19)~~~~~, ~ ~1 ~7)V~a)?)~~11 ' ~~-rl ~;~O < ~ a),'~~J!1)"~e ~~( 
~.C~i~r LV'. ~~f 4 -cCOV*C ~f~:.~~;i,.__'~~CV~~)~~, ~f ~1 i7)V~)~~;,___.1'+ ~ ~ Of._- < 
. ~~ i~ = [~ ~~~)~)34)' ~ I~, ~'~T'~ty /~~)H~~~~?~ f!~'~*+~~~~l~a)~~~~~ l~.~.fd~ ~) 7uTa);l~)J ~ ~ 
~ y ~~ - 7 :/ eC ~ O C~.~;L~~ ~ rL~),~>'~iA~~a)~~;~~ ~ ,~='~fA~~~~:(7)~~ ~ (7)f~f~~a)~~~~~~~~ ~~Jl_._"I, 
~CV';~. ~~:iC, ('~i~~f- ~;~~>~ Patenaw (Patna) /~ h ~･¥a)~/rl¥h*~:~ "These 
Indians when they bee scorched ancl throwen into the water, the men swimme with 
their faces downewards, the women with their faces upwards.'; (P.Z94, ~.30- g.32) 
~V~~)t~:~~~~;.__'f,t~)~)~~)~) ~~)~ ~ cC, ~/ ~f~~~c:i~~~~('+'~~, 7 4 ･y~L~)~~lL 
),_,_t¥I~~>t~~ ~ ~I_ft+~~eC7i~~ O ~ V~~) )¥ h ~~ ~ ~ ~i4'~ i~i:~~ j~CV~ ~) ~ 7 7 ;/a) ~r*+4'~ i~t 
~;_._J#~OC, ~~~/'~~~~~~~+'+~~~'~7i~:'~>Of,_-~1)~ A~ri~~~)~1)7~~~J~~J~~~i"rf'T~1 ~+~i#~l ~~i~rL 
~), ~~;~~r.CV~~). 
~ / ~~ )~~ ~) 4~i~ Couche ~ V¥ 1) ,tL~'¥~~ ~ CV*~)~~, ~･tLii7 ･y Ht~~l~~ 
Z~);~)~ ~~~~.~~rLCV+~). ~ = C1)~ti;J._~c~OV~C, ~~i~~~~*='x'Lka))~~ ~~);~ ~~~~C~~ 
~ ~~~)~E~,_..ri~~j~~ s ~7 )V~))f~~i*='~c'~ki~~~ ~ O f._- < [='"I L)~~)~)~.). ~~) J~ ~ f~~ ~1J~ 
~)*~~F~~~ Of,_- < [~ ~**L~)1__"~~ fd~7~~~)j~td~H~~ ;~) 1) ~ . ~ 1) Lf ~[1~,__t¥j~;~;< ~fttL~ ~~: 
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域に同様の人々が住むような印象を与え，広い地域を均質なものというイメージを
作る。フィッチは彼らの間の差異よりも類似点によって記述する。
　ベンガルを離れ，ペグーに向かうと，フィッチの叙述は更に饒舌になる。ペグー
王国内のMedon36）では，水上生活者や水上マーケットらしいものを見ている。こ
の辺りの旅は再び単調な記述になるのだが，ペグー王の白い象には非常に興味をそ
そられたらしく，白い象がいかに尊重されているかを綾々述べ，ペグーの王が「白
い象の王」と呼ばれること，象を巡って王たちが戦うことや，象の捉え方を説明し
ているのである。アクバルの軍隊にはまったく筆を向けなかったフィッチがペグー
王の象を中心とした軍や動員能力にはかなりの筆を割いている。
　彼らの宗教についても忘れることはなく，偶像崇拝であり，非常に飾り立てた像
を崇拝していることを述べている。
In　another　court　not｛arre　fronl　this　stand　foure　other　Pagodes　or…dole．marvellous　great，of
copper，nlade　in　t三一e　same　place　where　they　do　stand；foギthey　be　so　great　that　they　be　not　to
be　reBloove〔11they　stand　in　foure　houses　gilded　very　faire，and　are　themse…ves　gilded　aH
over　save　their　heads，and　they　shew　like　a　blacke　Morian．Their　expences　in　gilding　of
their　images　are　wonderfu1l．（P．303，2．23－4．29）
　そしてペグー郊外の寺院での僧侶の生活を紹介している。彼らは上座部仏教の僧
侶である。僧侶たちは黄色か茶色の衣を肩から掛け，何も所有せず，碗を持って食
事を人々に乞う。そして彼らは学問をし，一定の儀式を経て，家庭を捨てて僧侶と
なる，ということを記している。
　この後，現在のタイ領内のJamahey37）では病気払いの祈祷や，塔のような飾り
を仕立てる派手な葬儀の様子などを述べる38）。
　それからマラッカ、へ赴いた彼のペンは，そこに集まる各国の商人に触れ，莫大な
商品を挙げ，そこから，ポルトガルが多大な利益を挙げることを指摘する。ここで
は彼の関心は申国は日本の富や習慣を述べることに向けられている。そのほか，無
尽蔵の黄金を生む島，「イングランド人とは反対に」女性が家の外へ働きに行く島
を報告する。
　マラッカからフィッチはベンガルに引き返し，次いで今度は海路でコーチンヘと
向かう。ベンガルからコーチンまでも新しい見聞があった筈だが，彼の記述はまた，
都市への到着，産物，一見した限りの人々の様子を述べ，出発というスタイルに戻っ
ている。セイロン島のChinga1ayes（Sinharese）シンハリ人やMalabarsマラバール
のNairesナヤールと呼ばれる人々の名を挙げて，習俗について，多少の説明をし
一130一
ている39）。
　フィッチはそして，オルムズヘの出発を述べたところで，この旅の総括を行う。
彼は様々な香料の産地と植物としての様態を紹介し，宝石の産地を挙げて旅を終わ
らせるのである。
　　　　　　　　　　　　　　　《インドの姿》
　以上のように，フィッチの報告は「インド」の都市を辿り，数多くの産物を挙げ，
住民の宗教や習慣を述べている。この一見，雑然とした旅の印象記に描き出された
インドはどのような姿に見えるだろうか。
　まずフィッチが示す「インド」の領域は現在南アジアと通称される地域よりも広
大であるが，西はシンド地方から始まるとみなしていることは次の文章から明らか
である。Thefirstcitieof1nida．．．，afterwehadpassedthecoastofZindilS1ndl，
iscalledD1u，．．、（P．285，召．8一ゼ．10）’しかし東は遥かに広がっていく。フィッチ
はベンガルに到着した後，動機の何の説明もなく，ペグーに向かって出発し，更に
マラッカヘ向かう。そしてそこから東へ向かわない理由も彼は何ら述べないで，ベ
ンガルに戻る。現実的理由としては，ベンガルでのニューベリーとの再会の約束が
東へ向かうことを諦めさせたのかもしれないが。これによって，フィッチが提出し
た「インド」はシンドからマラッカという制限を受けたことになる40）。
　次に地域内の記述を考えると，フィッチのペンは前述した通り，東部に叙述が偏っ
ている。オルムズまではレヴァント地方として筆を止めなかったとしても州，ゴ
アからアグラまでの旅は簡略に過ぎるように思われる。かなり速い速度で移動した
ために一見しただけであったとしても，ブラーンプルの結婚式以外に書くべきこと
がなかったのだろうか。アグラやファテープール・シークリーも宮廷や市場を簡単
に述べるに止まる。これに対してヤムナー河を下る頃から，異教徒の宗教儀式や寺
院を描くペンは饒舌になる。河の旅で観察の暇があったりベンガルやペグ㎞，マラッ
カでは充分な時間を過ごしたというだけで，この違いは説明できるだろうか。
　このような記述の比重の差の原因として，主な二つの理由が考えられる。第一は
フィッチがインド内陸の諸都市や創成期ムガール帝国の都よりも，ベナーレスの寺
院やペグーの王宮や寺院に深い感銘を受けた，という可能性である。パイスやヌー
ネスがヴィジャヤナガルの都の豪華華麗を述べたと同様に，ペグーの王宮や寺院を
飾る宝石や黄金を賛嘆し，王の強大さを言腫い上げている。
　第二の理由は，資料上の問題である。つまり帰国後，記述に際して，彼はアグラ
までの旅に関しては十分な記録が手元になかったのかもしれない。この旅のあいだ，
フイッチは日記のようなものをつけていたのだろうか。フォスターは彼の記述がイ
一ユ31一
~ ~) 7)~~) Federrcl ~ J~ < 4,yCV+~) ~ ~ ~~~:~¥'-~~~..e~C *,Ll~~ LCV't~~~･1) f._-~)~l~f~~V~ 
~>, ~iZ~~CV'~). 
but probably he kept no journal, and hacl therefore to rely mainhy on his recollections. 
This, and possibly a distrust of his own literai~y abilities, ma~_' explain why he copied so 
closelV_ the nal~rative of Cesar Federici, the Venetian merchant . . . . H s Viaggio was pub-
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に満ちたインド」のイメージは反復され，しかもやや東に偏っていった。
　「～に富んでいる」という表現は繰り返し現れるが，その殆どは物品として並べ
られた名前だけである。具体的な取引や運搬，生産の模様は述べられていない。こ
のため，宝石や金銀だけでなく，綿や絹も，その存在だけが浮かび上がらせられて，
その生産に係わる人間たちを隠している。労働は見えず，財宝だけが現れてくる。
窟が自然に涌き出す土地としてのインドのイメージを，フィッチは意図しなかった
としても，踏襲して描き出す結果となっている。
　フィッチはまた，他のヨーロッパ人と同様にインドの宗教に関心を示したが，前
述の通り，彼はインドにおけるイスラーム教については存在以外には触れていない。
関心は専ら異教徒つまりヒンドゥー教徒やおそらくジャイナ教徒，そして仏教徒の
礼拝や偶像に向けられている。彼はなぜイスラーム教徒の習俗については述べよう
としなかったのだろうか。彼はその必要を感じなかったのではないかと思われる。
実際はともかく，彼はイスラーム教についてはイングランド人に説明するまでもな
い，と考えたのだろう。その代わりに，偶像崇拝は未知のものとして叙述した。彼
自身は諸宗派の違ザを認識したような記述をしていないが，ヒンドゥー教の神像と
仏像の違いを読み取ることができるほど明瞭な記述である。従って彼が宗派の違い
を意識できなかったとは思えないが，異教徒に区別を設けるという発想は，彼には
なかった。しかし，彼が異教徒に対して，あからさまな非難の言葉を用いることは
稀である。彼は黄金燦然たる仏像と思われる偶像に目を見張り，‘It1sthefairest
p1ace，as　I　suppose，that　is　in　the　wor1d．’（P．305，ゼ、10一ゼ．11）とさえ述べている。同
時代には異教徒の偶像に対し，このような表現はまずみられない。もっとも，ペグー
の人々が寺院や仏像を金箔で飾り，定期的に金を塗り直すことを‘If　they　did　not
consume　their　go玉de　in　thse　vanities，it　wou1d　be　very　pleΩtifu11and　good　cheape　in
Pegu．’（P．305，召．4一ゼ．6）と述べもするのだが。フィッチはベナーレスの習俗に対し，
They　be　a　kind　of　cra趾ie　peop1e，worse　then　the　Jewes，1（P．290，ゼ．44－p．291，ゼ．1）
という表現で嫌悪感を表し，苦行者に対しても否定的であるが，モンセラーテはも
ちろんリンスホーテンに較べても，彼は異教徒の習俗に対して賢愚，善悪という判
断を下していないように見える。しかし，その異教徒には明瞭な顔がない。フィッ
チは宗教的習慣やその理由を述べるが，それを語るインフォーマントには触れない。
どうやってそれらの知識を手にいれたのだろうか。彼は言語について何ら既述して
いないのである。土地の人々の言葉がどのようなものカ㍉たとえば，ゴルコンダの
言語とアグラの言語が同じなのか異なるのか，情報の交換や売買に困難を来したか
どうかも述べていない。彼がアラビァ語あるいはペルシア語を話せたとしても，そ
れだけで事足りたのだろうか。あるいは現地の言語を習得したのかどうかも分から
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ない。いずれにしても，彼はこの問題について沈黙している。
　異教徒への関心と反対に，フィッチはイスラーム教徒に対する以上の無関心さで，
インドのキリスト教徒に触れていない。これはヨーロッパのキリスト教徒がインド
にプレスター・ジョンの姿を求め続けたことを考えると奇妙なことである。マル
コ・ポー口はプレスター・ジョンを中央アジアに，マンデヴィルは小インド43）に，
といったように，キリスト教国を描き出してきた。同時代のモンセラーテはかつて
インドはキリスト教国であったという考えに取りつかれていた州し，リンスホー
テンは古くからのキリスト教徒の存在とポルトガル人による布教の緒果としてのキ
リスト教徒を報告している。だが，フィッチの描いたインドには，要塞のポルトガ
ル人とイエズス会の宣教師やイタリア人以外にはキリスト教徒は存在しない。そし
てポルトガル人の要塞はあらゆる港に築かれて，その勢力を誇っている。
　フィッチは優れた観察を記述する報告者ではなかった。彼は白身が見たインドに，
他の人間のインドの記述を重ねた。同時代のフェデリッチを利用しただけでなく，
彼はマルコ・ポー口やマンデヴィルの記述を自分自身が見た物の説明に用いたと思
われ，すでに定着していた「インド」のイメージが彼に影響を与えていたことを示
している。特にインドの産物（宝石，貴金属，布地，食料品）の記述の多さは，イ
ンドに対して彼らが持っていた期待感が何であったかを露にしている。インドとは
「宝庫」だったのである。
　その一方，この豊かなインドにはプレスター・ジョンはおらず，カソリックとプ
ロテスタントの対立するヨーロッパに生きるフィッチにはもう一人の教皇の不在は
意味を持たなかった。その代わりに彼が発見したのはポルトガル人であった。フィッ
チが示したその勢力はインドの富を欲するイングランド人にとって脅威とみなされ
ただろう。プレスター・ジョンと同様に姿を消した古いイメージは怪物である。
フィッチはインドにいるとされていた怪物的な生き物には不在にさえ注意を払って
いない。しかし，ヨーロッパとは多くの点で逆転が見られるという古い言い回しは，
フィッチの中にも生き残っている。たとえば，インドでは5月から9月が冬である
という気候の逆転である。雨季は冬である，という地中海性気候を当てはめたわけ
だが，文書の中で「冬」と書かれたならば，この言葉はイングランドの気候によっ
て解釈されてしまっただろう。そしてイングランド人にとっては貴金属で身を飾り
ながら半裸であるという住人は驚きであったろうし，しかも大量の布地が特産品と
して売り買いされながら，住人が衣服を着けないという記述は奇妙な風俗として受
け取られただろう。
　以上のように，フィッチは古来の伝統の上に，自分の見たインド像を接ぎ木した
のだといえる。彼は物資に溢れ，「プレスター・ジョン」のいない異教徒のインド
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l~~~i ~) 4 ;~, 7 j~~~T'~a)~~ll~~~~~< ~ ~ ,Cn~llt~)~1~CV*7~). ;~~~&[~,i- LIC, ~) /;~;t~ 
f :/ Ii~ ~ ~ - ~~~f'~~~J~ ~'~~'5(('~~~4Ti4i~~* i'_1-,~CV>~)~'>~, l'~'~,L~I~(~f~~{~~~e[ J( ~ 5',n*^ 
< n~]t y ~ ~~CV* ~). 
32. f~~l fj~~(~ ~re ~)e~~x~E~:,~<"~l~)~~ 
33 7 rf / ~l~~ ~)d~tp(<<~ r~ll~J ~,~~~7C~O'y~C V>t~'V*~~, ~} ~/~~i~ff~i7 'y i/~ 4 ~l=~ 
~ l) ~/ ~L If~--･~=--'~fftU ~ ~f 4 ~/ * ;~ 4*='-"=~*fflif~OV*1C~~:~~CV*~)* 
34. (~ ~ r~ )~) And when the husbande clieth, his wife is burned with him, if shee be alive if 
shee wili not, hel~e head is shaven, and then is never an~_' account made of her after. 
(~~- ~ ;z. ) The wives here doe burne with their husbands when they die; if they will 
not, theil~ heacls be shaven, and never any account is made of them afterwards. 
35. (~ ~ ~7 )~) In Canbaia thev_ will kill nothing, nol~ have any thing l{illed; in the towne they 
have hospitals to keepe lame dogs and cats, and for birds. They will gjve meat to the ants. 
(7 v ~f ~ ~l fJ--) Hel~e they be all Gentiles, and they will kil nothing. Thev. have hospitals 
for sheepe, goates, dogs, cats, birds, anci for all other living creatures. When they be old 
and lame, they keepe them until they die. If a m.an catch or buy any quicke thing in other 
places and bl~ing jt thither, they wil gjve him mony for it or other victuals, and keepe it in 
their hospitals or let it go. They wil give meat to the ants. 
36. ~;~fi'~._a)il~li~il~~~R~. ~~ :/ ~f:/p~f)~-a)j~'-"~~~~･..J;~~)~'t7~) (Foster, p.29) 
37. Foster i~~ ~ ~. I(iang-mai ~ L < I~Zimm~. ~~'~~) < f~i~i~(r)~~c~ :/-~ ~. 
38 ~~)~ 1) f~~.~~'* ~~~)~~*+Li~~~~:~E~ IL~ ~ C)l~~I ~~t~) Jll~~~~~/U j j~z: I~+_, *~~;, i~r'~~~:)J ~ '* 
~L~~,~~3Sf~)f;*~'.1:T･･~~･;~~~~'F1'cJ ~'~~~~~Tlj L~:"-'JJ;{~('~'~~~_.*'T- 66~ 1993, Pp.70-81. 
39. 4~, f~r )~c ~V*1~l~ ~}1~~7 T~]) /;~ ~~ T/~J ,'~Q)~~~~JOCV*~) f)~~~~)I~ 
I~ ~~ )~~ ~~)~l~'~~t,~~'~~ ~) ~) ~1 ~ , !~~~]"~/~:I~~~f~l)f~~V'f..-~), ~~'I'rl~~~'j~f~:f;~~~) ~**~~~*"~ ~ ~~~CV* ~)* 
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~j ~J~ ;~~l~ ~t~~ ,~~)~:c I~ ~t7 / ~/ ~)~i~L)Je J( O (Jti f}*]~C ~ td~'~'Of+.-. 
41 {~llk/~~ LC/¥k~TI'/ ()¥~~ ~) e t.et7~) r/~~)~~)J/{.'(J cCOV>~~)~~~!~~~~~)~). -~ 
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　　の部分もフェデリッチに拠っている。ヨーロッパ人にとってアッバース朝以来のイスラー
　　ム帝国の都バグダードはバビロンであった。
42．モンセラーテはほぼ同じルートでアグラに向かったが，旅程の部分を含む『モゴル使節記』
　　は1906年に発見された。
43．中世においてはアフリカとインドは繋がっていると考えられた。小インドは漠然とした
　　インドの一部であり，地理上はエチオピアに比定される。この場合はプレスター・ジョ
　　ンはコプト教徒の王とみなす。
44．モンセラーテはインドにはキリスト教徒の王がいたが，イスラームによって征服された
　　のだ，と考えていた。そしておそらく仏陀と脇侍と十大弟子と思われる彫刻をデカン高
　　原で発見して，キリストと12人の弟子の図であると考えたのである。（モンセラーテ，p．）
　　その以前，ガマの一行はインドでキリスト教徒の王に会うことを期待していた。そして
　　彼らはヒンドゥーの神像やその崇拝者をキリスト教徒とみなして狂喜したのである。
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